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た逸脱回数と、同画探索MFFテスト（MFFテスト：Matching the Familiar Figures Test）により測定
された認知調整指標との間に有意な関係を見出している。さらに、図形描画課題の衝動性得点（Salkind
& Wright, 1977）と同画探索MFFテストの衝動性得点には有意な関係があることが判明した。
Vygotsky（1934）と Luria（1959）は言語教示が子どもの行動調整に及ぼす影響を指摘したが、赤尾氏
は「ゆっくり」あるいは「はやく」という言語教示を用いて運動調整における抑制効果と促進効果を証明
した。第章では幼児の運動調整と認知調整および対人関係調整の指標を用いて発達研究の基盤を形成し
ている。すなわち、幼児期の運動調整は、認知的な自己抑制を必要とする社会的行動の一端を予測できる
ことが明らかとなった。本論文には年間の縦断的研究が含まれているが、幼児の衝動性の指標は安定し
ていることも示された。また、少数ではあるが、一貫して衝動性の高い園児が存在することも明らかにさ
れた。論文の後半では幼児の運動調整能力と社会性の関係について、幼稚園教諭と母親からの評定を得る
ことで多角的に検討している。
口頭試問では活発な質疑応答が交わされ、赤尾氏が幼児の行動を詳細に観察していることが余すところ
なく示された。手の運動調整に焦点をしぼり500余名の幼児一人ひとりを対象に個別に実験した赤尾氏の
研究者としての力量を評価する。幼児の運動調整についてこれほど膨大なデータベースを保持している研
究者は赤尾氏が群を抜いていると考えられる。総じて、本博士論文は幼児の運動調整のアセスメントに関
する基盤研究として高く評価できる。
本博士論文は健常な幼児の発達を調べたものであることは審査員も十分認識しているが、欲を言えば、
今後、運動調整の発達が遅れている子どもを早期に発見するために、赤尾氏自身が論文の最後で述べてい
るように、図形描画課題の「スクリーニングテスト」としての新たな有用性を確立することが期待される。
この期待は赤尾氏が示した運動調整に関する発達研究の将来性を評価する証でもある。
赤尾氏はこれまでに著書冊に分担執筆し、
本の論文を発表している。学会発表に加えて、常に幼稚
園で時間をかけて一人ひとりの幼児と対面して丹念にデータを集め研究を行っている。臨床発達心理士の
資格を取得し、発達検査の仕事にも携わってきた。現在は、独立行政法人国立病院機構三重中央医療セン
ター臨床研究部の客員研究員をしているが、今後の活躍がさらに期待される臨床発達心理学者である。
赤尾氏は2011年月17日に本学 F 号館で、本博士論文の公開発表を行った。審査委員会は、本博士学
位申請論文を慎重に審査し、また公開発表に引き続き2011年月17日に実施した口頭試問における結果と
学会や教育臨床現場などにおける諸活動から判断し、赤尾依子氏が博士（心理学）の学位を授与されるに
ふさわしいとの結論に達したのでここに報告する。
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